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1.本書は、ふる里発見シリーズ第 11集『掛川の化石Jとして作成した。

2.本書は、日本の地質学上でも重要な地域とされている掛川層群の化石について、理

解と関心を深めていただくよう、また採集標本の名前の同定などに初心者にも気軽

に利用していただけるようにわかりやすく紹介する写真集とした。

3.掲載した化石は、主に掛川層群産のもので、今からおよそ 300万年前から 200万年

前の新第三紀・鮮新世のものがほとんどである O

4. 掲載した化石は、 1980 年~ 1992年のあいだに個人が採集した標本(鈴木標本)で

あるために、写真集の標本としては不充分なものもあることをお許しいただきたい。

5.標本の採集地は、掛川市を中心として袋井市や森町などである。

6.執筆及び標本提供は、袋井市在住の鈴木政春が、写真撮影は、掛川市教育委員会の

松本一男が分担し、編集は両者があたった。

7.学名同定には、瑞浪市化石博物館奥村好次学芸員と日本古生物学会会員西本博行先

生のご指導をあおいだ。

8.地質学上の解説については、静岡大学理学部土隆一先生の論文を、耳石については、

愛知県立長久手高校大江文雄先生の論文を、それぞれ引用及び参考にさせていただ

いた。

*表紙の写真は、榛原郡金谷町古川哲夫氏所有の標本を使用せていただ、いた。発刊

にあたり、関係の皆様にご理解とご協力をいただきましたことを、心から厚く御

礼申し上げます。

はじめに

1.掛川層群

2.掛川層群の化石

3.掛川市内の主な露頭

4.耳石

5.珍しい真珠の化石

6. その他の化石

7.化石採集について

8.掛川層群の主な化石産地

目 次

2 

2 

4 

6 

21 

23 

23 

25 

27 





土 方 泥 層=

堀之内層上部 ・南郷周 =

細谷層 (五百済凝灰岩)

堀 之 内 層 中 昔日 = 

白 岩 凝 灰 石山 二

堀 之 内 層 下 部=

天 王 砂 泥 層=

基底又は周縁傑層及び大日砂層=

o 

第 1図掛川層群分布図

l 

5km 

『日本地質図大系 中部地方 』

朝倉書庖刊をもとに作成



はじめに

掛川地方の地層は、古い方から、大井川層群、倉真層群、西郷層群、相良層群、掛川

層群、曽我層群などがあり、中生代から第四紀のはじめのころの地層が見られます。

大井川の下流から天竜川の下流域にかけては、この時代の地層が順序よく堆積し、ま

た広く分布しているため、日本の新第三系の層序の標準地域として古 くから重要視され、

今までに多くの研究がされてきました。

地層は、大きく分けて北側に分布する大井川 ・倉真・西郷の各層群と、南側に分布す

る相良 ・掛川 ・曽我の各層群となります。

北側に分布する地層の上位に南側の地層がのっていて、これらは中世代から新生代の
きでいごそう

海に堆積した砂 ・シルトがほとんどで、砂泥互層やシルト岩のノジ、ュールがみられます。

なかでも、主に掛川市域に分布する掛川層群からは多くの化石が産出し、これらは新第

三紀の地層を探るうえにも、古生物の研究にも重要な化石で、日本の新第三紀・詳論甚

の代表的な化石として全国的に知られています。

1 .掛川層群
ムがりだいにち いいだ

掛川層群は、東は相良町萩間南方から、西は掛川、年井市子刈大日、森町飯田を経て
がんそう

豊岡村にいたる広い地域に分布しています。しかし、岩相は東と西では大きく異なって

います。東半部では、出乏丙砂泥互層と呼ばれる地層が砂とシルト岩のリズミカルなフ

リツシユ型の王層となっています(写真 1)。

これらの一組の単層の厚さは 20cmから

30 cmで、砂、泥の厚さは、等しいものもあ

れば一方が厚いものもあります。

ここでは化石は少なく 、地層のようすか

ら面白判長の海で、かなり深い海であったと

想像されていて、それはやがて土方泥層に

と移り変わってしまうと考えられています。

主芳詰雇からは深海にすむ員などが化石と '

して産出します。 写真 1 砂泥互層の露頭
だいにち てんのう

西半部では、層序は下位から大日砂層、天王砂泥層、土方泥層、再び天王砂泥層、
あぶらやま

油山砂層へとなっていて、砂、シルト、砂というように、粒子が次第に細かくなり再び
あら ちんせきりんね

粗くなる沈積輪廻がみられます。このことは、大日砂層などの層中に含まれている豊富

な貝化石からも、浅い海に生息するものからやや深い海に生息するもの、ふたたび浅い

海に生息するものに変わっていることからも明らかです。また、掛川層群からは凝灰岩
かさそう

層もしばしばみられ、これらは鍵層となっています。
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大日砂層は、露頭の風化面が褐色の砂層で、 一見してこの地層と確認しやすい層で
かいせい

(写真 2)、ここから産出される貝類をはじめとする海棲生物の化石は、今からおよそ

300 万年~ 200万年前の新第三紀・鮮新世中期~後期のもので、古くから研究されてい

て多くの書籍にも紹介されています。

この地層は、掛川市北部から袋井市北部、森町飯田付近を経て豊岡村にいたる一帯に

分布する中粒砂の地層で、ところどころに数センチの礁を含んでいます。ここでの化石

は浅い海の海底に生息する貝類が多く、その産状は殻がバラバラになってところどころ

に密集した掃き寄せ堆積を示しています(写真 3) 0 このことから、これらの貝化石は、

比較的流れの激しい浅い海で堆積したものと考えられます。

天王砂泥層は、大日砂層の上位にあるやや青みがかったシルト層で、貝化石は殻が合

弁して産出するものが多く、現地性の産状を示 しています。

土方泥層は、東半部から西半部にのびる地層で、ここから殻が合弁で産出するオオシ

ラスナガイ (Limopsis)という 貝は現在芙陸揃の斜面に生息しています。このことか

ら土方泥層は、やや深い海に堆積した地層と考えられます。この貝は、市内の「掛JlIい

こいの広場」周辺の露頭に見られます。また、「掛J11いこいの広場」周辺からは、深い

海に生息するクモヒトデの大変珍しい密集化石が最近発見されました。

写真 2 大日砂層 写真 3 掃き寄せ堆積
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2 .掛川層群の化石

掛川層群の化石は、貝化石に代表されます。それは、主に大日砂層に多く含まれてい

て、貝化石を中心にさまざまな海棲生物の化石を多産します。

この砂層からは、ナカムラベンケイガイ、キリガイダマシ、パイ、フミガイなどが産

出し、比較的暖かい海に生息しているものが多く、それらは掃き寄せ堆積をしていて、

具]也子世の化石の産状を示しています(写真 4)。 また、細砂の天王砂泥層からは、ホ

タテガイ、キサゴ、アカガイ、ミクリガイなどが産出します。さらに市街に分布するや

や深めの海の堆積層であるシルト層からは、ピノスガイ、ツノガイ、タマキガイなどが、

写真4 化石の産状

写真5 細谷の露頭

魚類の耳石が見られます。

しばしばノジュールとして合弁した状態で産

出し、固結した化石となっています。この

ように浅海から比較的深い海の堆積層とな

っているため、化石の種類が豊富であるこ

とが特徴となっています。
ほそや

そのほか、細谷周辺では凝灰岩の層があ

り、火山の噴火による軽石が貝化石や植物

化石といっしょに堆積しています。貝は、

オオシラスナガイが圧倒的に多く、最近で

はクモヒトデの大群の密集したものや、フ

クレギンエピスなど大変珍しい貝化石が宅

地造成工事の露頭から発見されています

(写真 5) 0 また、進化系列が解明されたキ

サゴ類の化石は各層から産出し、掛川層群

の代表種となっています (写真 6)。
じせ会

貝類以外では、耳石(参照 21ページ)が

あります O ハダカイワシ、アナゴ、キス、

ニべなど、やはり浅い海から深い海にすむ

ばん しる い

また、サメ、エイ(板紙類)の歯化石では、ホオジロザメ、ネコザメ、メジロザメ、

カグラザメ、イタチザメ、 トピエイなどが産出します。
び か せ き ゅうこうちゅう

最近研究が進んでいる微化石では有孔虫があります。この時代の掛川は外洋性の海で

あったため、有孔虫の化石が豊富であり、これによって詳しい年代区分や地層の対比が

国際的にできることなどから、この点でも日本の代表的なものとされています。

有孔虫化石で比較的容易に採集できるものに、オパキュリナ、ロタリアがあります。
しん じゅ

そのほかに、ごくまれに晴乳類の骨や、鳥類の骨、真珠、ウニ、ヒトデ、甲殻類など各

~ 4 ~ 



写真 6 キサゴ

写真 7 真珠化石

写真 8 本郷の露頭での採集風景

種の海棲生物が見られます。

なかでも、真珠の化石は、国内でも産出

例は 3例ときわめて少なく、掛川層群から

は2例発見されていて(写真 7)、ひとつは

国内初の真珠化石の発見でした。

このように掛川層群の化石は、貝類をは

じめとして化石の種類が豊富で、地質・ 古

生物などの研究の上で非常に役立っている

ため、昔から日本の新第三紀の代表的な化

石として、掛川動物群と呼ばれ、全国的に

知られています。
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3 .掛川市内の主な露頭

掛川市内では、さまざまな開発によりあちらこちらで露頭(崖)を見ることができま

す。崖に近づいて表面をよく観察すると、太古の海の波音が聞こえてくるようです。

すでに数多くの露頭が消滅してしまいましたが、土砂採取などにより新しく現れた露

頭のなかから特に、化石を多く含んでいて今後もしばらくの聞は観察できそうな露頭を

ここで紹介します。各露頭およびその他の露頭の場所については、「掛川層群の主な化

石産地」の地図を参照してください。
ほんごう

掛川市本郷

天竜浜名湖鉄道、原谷駅から東へ 800mほど県道沿いに行った切り通しの左右の露頭

で、高さは 20mほどあります。化石の産地として古くからよく知られていて、県外か

らも多数の化石採集者が訪れています(写真 8)0 

山全体は黄色味を帯びた、きつね砂と呼ばれるサラサラとした細砂の山で大日砂層の一部

と考えられますが、蝶はまったく含まれず、貝化石の種類も豊富で掃き寄せ堆積を示してい

ます。化石床は水平の板状で、その一部は固結しコンクリートのようになっています。

ここでの代表的な化石は、ホタテガイの種のAmussiopectenPraesignis (YOKOYAMA) 

で大型の化石で密集して産出し、掛川層群を代表する化石として知られています。

また、浅海性の貝類が、種-量とも非常

に多く産出します。貝類以外では、魚類の

耳石や歯、晴乳類の骨などが産出し、なか

でもホオジロザメの歯 (Cαrchαrodon

Cα川 αrias)は「天狗の爪」と呼ばれ (写

真 9)、昔から天狗信仰の対象物として知ら

れています。

魚類の耳石では、ニベ類、キス・イワシ類

などが多く産出し、そのほか前述の真珠化石 写真9 天狗の爪(ホオジロザメの歯)

もここで発見されました。細砂のためこれらの採集には園芸用のふるいを使います。
こいち

掛川市小市

国道 1号線掛川バイパス西郷インターの西約 500m、バイパスの北側にある露頭で、

かつてはトンネルであったところを切り通しにした場所です。

大日砂層の岩相をよく表していて、大日砂層の模式露頭といえるでしょう O 最近では

表面が荒れてきていて観察がしにくくなっています。

黄褐色の砂層中に、化石床は下から 3層あり、各単層はlOcmから 20cmの厚さがありま

す。化石はび、っしりと団結した掃き寄せ堆積となっていて、露頭表面には断層がはっきり見

え、地層観察にも適しています(写真 10)。
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化石の層からは、ナカムラベンケイガイ

などが多く産出し、その種類は多彩です。

そのほかに、カシパンウニなども採集され

ています。この露頭の上部にはシルト層が

堆積していて、ここからも化石は産出しま

すが、下部のものとは多少種類が変わって

きます。魚類耳石などは、やや深い海の魚、

のものが見つかっているようです。

掛川市均五 写真 10 小市の露頭

「掛川いこいの広場」北側奥の最近開発された宅地造成地で、その面積は広大なもの

になっています。ここは、掛川層群中の土方泥層の延長線上の地層とされています。岩

相は、泥がちのシルト層で青灰色をしていて、上部へ行くにしたがって砂がちシルトに

なり、次第に黄色味がかった砂が多くなり下部から上部へ異なった岩相を示しています。

泥がちシルト層は、密度が高くて固く、深い海での堆積を示しています。 砂がちシルト

層では、密度はやや高いものの下部よりは

もろい堆積層となっています。水分を含ん

だ層と乾燥した層の互層となっていて、軽

石を含んだ層が何層かあり、鮮明な断層も

見られます (写真 ll)。

化石は泥がちシルト層ではほどんどがオ

オシラスナガイで、殻が合弁し，点在します。

ここではその他の員はあまり見られないこ

と、化石が現地性のものであること、オオ 写真 11 露頭

シラスナガイが現在大陸棚の斜面に生息する貝であることなどから、この一帯は当時、

やや深い海の大陸棚斜面であったと考えられます。

また、泥がちシルト層と砂がちシルト層との間付近では、ところどころに小さなレン

ズ状に礁を含んだまったく異質な層が見られます。砂がちシルト層では珍しい化石が産

出しています。員類ではフクレギンエピス、そのほかたいへん希少なクモヒトデの密度

の濃い群集も発見され専門家を驚かせました。これらの詳細についてはいずれ研究され

発表されることでし ょう O

さらに露頭の上部になると黄褐色の泥の薄い層となり、ここからは木の葉などの植物

化石が産出しましたが、残念ながらこの露頭は現在ありません。
Lじゅん

年代的には、掛川層群上部の土方泥層に含まれることや、示準化石のホクリクホタテ

ガイ (Mizuhopectentokyoensis-hokurikuensis)が産出することなどから、鮮新世後

期から更新世初期の堆積物と考えられます。
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l サトウガイ Scapharcasatoωi本郷
2.アカガイの種Sc日pharcasp.本郷
3ベッコウソデガイ?Portlandia j日:ponica?本郷
4.ゲンロクソデガイ Saccellaconfus日本郷
5ハゴロモガイ?Diluvarcaferrugine日本郷
6. 7カガイの種Scapharcac日stellatasp本郷
7.パンダフミガイ Megacarditapanda本郷

8 

8 

8.カノコアサリガイ Glycydontamarica本郷
9マツヤマワスレガイ Callistachinensis本郷
10.ヌノメアカガイ Cucullae日granulos日本郷
11.オオキララガイAciladivarica如水垂

12 

12キヌタアゲマキSolecurtusdiv日rLcatus本郷
13.ナカムラベンケイガイGlycymerisnak日murm本郷



14 袖 w15 

14.シャクシガイ Cuspidariahirasei本郷
15 ヒメツキガイ Ctenadivergens本郷
16.オオシラスナガイLimopsistajimae細谷
17.ベニグリ Glycymerisrotunda小市
18 タマキガイ Glycymerisvestita小市
19.クチベニガイ Solidicorbulaerythrodon遊家
20スダレモモシオガイNipponocrassaatellanana本郷

19 
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21.キンギョガイNemocardiumb印刷宇刈
22. 7ケビガイAkebiconchakaωamurm亀の甲
23.コタマガイ(ハタミ)Gomphina melanaegis上屋敷
24 カガミガイ Phacosomajaponicum.本郷
25.カガミガイ?Phacosomasp.上屋敷
26.トオトウミシラト 1)ガイ Macomatoめm花見s!s小市
27スダレガイP日:phiaeuglypt日本郷



28. 7スマガイ Clementiavatheleti Mabille旭ケ丘
29ハボウキガイ Pinnabicolor本郷
30.オオハ1、ガイAcestagoliath細谷
3l.サツマアカガイ Paphiaamabilis本郷
32ハナガイPlacamentiara宇刈
33.ビノスガイ Mercenariastimpsoni字刈

10 

38 

34 ピノスガイモドキVentricolariafoveolata宇刈
35.ウスハマグリ?Pitarsp.宇刈
36 シオガマガイ Cyclodicamacumingii細谷
37.ウミタケガイ Barneadilatata宇刈
38.マテガイ Solenstrictus本郷

36 



48 

39.40.カガミ方イの仲間Phacosom日sp本郷
41ナミガイ Panopeajaponica飛鳥
42.アケビガイ Akebiconchasp成滝
43ナデシコガイ Chlamyssp本郷

44ヒヨクガイ Cryptopectenvesiculosus宇刈
45.ヒオウギガイ Chlamysnobilis本郷
46・47・48ナデシコガイの仲間Chlamyssp.本郷
49.ナデシコガイ Chlamysirregularis本郷

可
E
よ

1
ょ



55 

57 58 

ハU
ρ
h
u
 

53 

印.7ケボノツキヒガイ (右設)Amussiopecten praes伊us(R)本郷 57スガイ Lunellacoro叩 tacoreenS1S本郷
51. 7ケボノツキヒガイ(左設)Amussiopecten praesignis(L)本郷 58.エピスガイの仲間 Tristichotrochussp.本郷
52.トウキョウホタテガイPatinopectentokyoensis宇刈 田，ω77レギンエピス(日吉111標本)Ber泊以ω片側ualum*a谷
日・54・55・56ギンエピスガイ Ginebis日rgenteomtensargenteomtens亀の甲

円ノ“
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i
 



61.ピワガイ(右内標本)Ficus subintermedia旭ケ丘
62.クルマガイArchitectonicatrochlearis宇刈
63 シユウチキサコi'Suchium suchiense suchiense本郷
仇ミスティ仙村ゴSuchiummysticum (YOKOYAMA)本郷
65サブシユウチキサゴSuchiumsuchiense subsuchiense本郷
66.ナガヌマキサコ'?Suchiumgig日nteumnaganumanun本郷
町エピスガイの仲間Tristichotrochussp本郷
68.オオヘピガイSerpulorbisimbricatus細谷
69.キヌガサガイ Onustusexutus飛鳥

67 

70 73 

75 

79 

70・71クダマキガイ Lophioturrisleucotropis細谷
72.ウミニナB日tillariamultiformis本郷
73マキモノシヤジク Tomoplearanivea本郷
74.マンジュウガイ Po/inices日lbumen本郷
75・76りft'7j1''}バキPolinicess日gam陀nsis75=宇別 76=上屋敷
77.ツメタガイNeveritadidyma本郷
78.ムカシキリガイダマシTuritellaperterebn日本郷
79 ウガリオオコガチリケガイPristiterebrabi介onsuganenslS本郷
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84 

92 93 

87.ヤツシロガイ Tonnaluteostoma本郷
88.エラータパイ Babyloniaelata本郷
89.トオトウミミクリガイ Siphonaliatotomiensis宇刈
90・92.ミクリガイの仲間Siphonaliasp.本郷
91 ミクリガイの仲間Siphonaliadeclivis biconica本郷
93・94.コロモガイSydapheraspengleriana93=遊家94=本郷

80.アクキガイ Murex troscheli宇刈
8l.フジツガイ科?Cymatiumsp遊家
82・83.アラレボラ科の仲間Apollonminoens同遊家
84.ヒメホネガイ Murexsobrinus宇メIJ

85アカニシR日:panavenos日本郷
86.ウラシマガイ Semicassisbisulcata persimilis成滝

4A 
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102 

109 

112 113 

104 

115 

95.ミクリガイの仲間Siphonaliacassidariaeformis declivis本郷
96ムシロガイ Nass日riusnakamur日』字刈
97.モモエボラ Momoeboraelegans sinensis遊家
98マクラガイ科の仲間Olivasp本郷
99モミジボラ Inquisitorje，伊eys~ 宇刈
lω・101リンドウクダマキガイ Elaeocymabraunsi飛鳥
102 リュウグウボタルAncillasp本郷
103. リュウグウボタル A~日illa okaωaL本郷
104・105.リュウグウボタルの仲間Ancillasp.l04=本郷105=飛鳥

に
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100 
98 

105 

106・107・108.マクラガイ Oliv日musterin日本郷
109，ワタゾコボタルOlivellaspretoides本郷
110.ネジヌキガイ Neoiphinoeun化arinata宇刈
III トクナガイモ?ConusTokunagai?飛鳥
112・113.オリイレボうの仲間Trぽonostomakurodai本郷
114 トカシオリイレボラ Solatianoduliferα本郷
115.イモガイ科の仲間Virgiconussp.宇刈
116.117.ヒタチオピFuなorariaprevostian日上屋敷
118.オオヒタチオピ?Fulgoraria sp田本郷



125 

124 

119.エゾバイ科の仲間Buccinumsp.上屋敷
120シヤジクガイ?Parabathytomaluehdorfi?成滝
121.シヤジクガイ Parabathytomaluehdorfi遊家
122シドロガイ Doxanderjaponicus遊家
123.エソゃパイ科の仲間?Buccinumsp.上屋敷
124ツノガイ Antalisωeinkauffi本郷
125.ヤスリツノガイ Fissidentaliumyokoyamai上屋敷

126 

16 

127 

130 

126ヒメキリガイ Cinguloterebraserotina遊家
127.キリガイ Triplostephanustriseriatus細谷

123 

128センスガイ (サンゴの仲間)Flabellum sp宇刈
129.甲殻類(エピの殻?)土方
130.クサピライシ(サンゴの仲間)本郷
131 コブ、シガニ科μucosiidae字刈
132.ウニ(ハスノハカシパン)Scaphecheinus sp.小市



140 オオグソクムシ

133・134.ウニ(ブンブクチャガマ)Schizaster sp.上張
135ウニ (ムカシブンブク7)Linthia sp 宇~IJ
136.ウニ (7)細谷
137有孔虫オパキュリナ Operculina本郷

門
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138 

139 

141 

※オオグソクムシの図は I学研中高生図鑑水生動物l
学習研究社刊をもとに作成

138有孔虫オパキュリナ(単体)Operculina本郷
139.有孔虫ロタリアRotaliina土方
140.オオグソクムシBathynomus細谷
141亀の甲羅(破片、断面)本郷



142.フナタイムシ科Teredinidaesp飛鳥
143.晴乳類の骨(くじら?)本郷

18 

144晴乳類の骨(イルカの顎の骨)本郷
145.フナクイムシのノジュール上屋敷

143 



事砂
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146 

149 

146カニ類の爪、足の殻本郷
147.硬骨魚類の歯 (鯛の歯?)本郷
148・149魚類の骨(脊椎)本郷

l閃魚類の歯本郷
151.クモヒトデ細谷
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152 

155 

お‘

153 

156 157 

154 

158 159 160 161 162 

164 165 166 

163 

167 168 169 170 

172 173 174 176 175 

T..i. t 

177 178 179 180 181 182 

152.153ホオジロザメの歯Carcharodonmegalodon Agassiz本郷
154.メジロザメの歯Carcharhinuspriscus本郷
155ホオジロザメの上歯Carcharodonmegalodon Agassiz上屋敷
156 ~ 159.メジロザメの上歯、下歯Carcharhinωpnscus本郷
160 ~ 162.ツマグロエイラクブカの歯Carcharhinussp.本郷
l日.イタチザメの歯Galeocerdoaduncus Agassiz小市
164白メジロザメの下歯Carcharhinuspriscus本郷

ハUつω

165 ~ 170.メジロザメの歯Carcharhinuspriscus本那
171・l72.シュモクザメの歯Sphymasp本郷
173 ~ 176.ネコザメの歯Heterodontussp本郷
177.盾鱗 (鮫の鱗)本郷
178 ~ 180メジロザメの歯Carcharhinuspriscus本郷
181.カスザメの歯Squatinajaponica本郷
182真珠化石本郷



じ せき

4 .耳石
じ せ き

耳石 (utolith) は、炭酸カルシウムを主成分とするアラレ石の結晶で、魚、の頭蓋骨の

中にある左右の三半規管下の袋の中にリンパ液とともに納まっています。

耳石の働きは、体の傾斜を感ずるためのおもりの役目が中心で、袋の側壁にある感覚

細胞が耳石の動きによ って刺激を受ける仕組みになっています。耳石は三対ありますが、

一般に小のうと呼ばれる袋にある肩平石が大きく、魚、種によってもその形状が異なりま

す(大江文雄論文より)0 

掛川層群でも耳石の化石が多く産出し、大江文雄先生による研究論文などでも良く調

べられています。耳石の研究によって、当時の海に棲息していた魚種や、水温などの環

境も推定することが可能になってきます。

①通のう

②前半器官

③後半器官

④小のう

⑤扇平石(耳石)
4 

⑨ 

f新版地学辞典』古今書院刊、 『原色日本魚穎図鑑』保育社刊

をもとに作成

第 2図耳石模式図

ーょっ山



183 

187 

183.ニベ類本郷
184イワシ類(ハダカイワシなど)本郷
185.キス本郷
186タイ類本郷

. 

185 

22 

怒り

189 

187.ギギ本郷
188.アナゴーウツボ類 本郷
189アナゴ?本郷
190.タイ?本郷

184 

186 

188 

190 



5 .珍しい真珠の化石

掛川市本郷の化石産地から、 1981年 2月と 1986年 5月に真珠の化石が見つかってい

ます。前者は直径 12ミリの立派なもので、日本で最初に発見された真珠化石で現在は

瑞浪市化石博物館で保管されています。

後者は、国内三例日の発見となるもので、大きさは長径 5ミリ、短径 4.05ミリのや

や楕円形をしています。どちらも当時新聞紙上でピッグニュースとして報道されました。

これは鑑定の結果、内部構造から母貝はスカファルカ・キャステラータ(アカガイの種)

と考えられています。

国内 3個の真珠化石のうち 2個が掛川で発見されているのです。ちなみにもうひとつ

は、広島県で発見されたマガキの真珠で、これが日本最古の真珠化石となっています。

3個とも鑑定は、名古屋大学理学部で行われました。

6 .その他の化石

その他の化石で確認できたものは、次のようなものがあります。

貝類

アサガオガイ Jαnthiπαbαlteαtα 

告 類(緩類)

トピエイ Myliobαtidαε 

ミスワニ OdontαSplS 

カグラザメ Hexanchus 

アオザメ Isurus hαstαlis 

ヨゴレザメ Cαrchαrodon longimαnus 

ヘミプリステイス HemipristisserrαAgαSSlZ 

フジツボ類

フジツボ Bαlαnus 

23 



用語解説
いち せ い す

異地性の化石 棲んでいたところから運ばれて他の場所で化石になったものO 他性と

鍵層

掛川動物群

もいう O

地層をつなぐのに役立つ層 O 各地層の新旧、時代比較などの決め手と
かざん 'iい

なる火山灰層など。

掛川層群下半部(周智階)に含まれる貝化石群。大日動物群ともよば

れる。

鮮新世、西南日本外帯地域に広く分布した員化石群。

殻の合弁 員殻が2枚合わさっている状態。

現地性の化石 生きていた場所で化石にな ったもの。自生ともいう O

がんそろ

岩相 地層の性質のうち、岩石学的な面でとらえた特徴。 岩石の種類(組

成・粒度などを含む)によってとらえるときに岩相という O

さでいごそう

砂泥互層 砂と泥の岩相が交互に重なりあった地層。

示準化石 ある時代を示す化石。標準化石。
ちんでい

シルト 微砂、沈泥などともいう O 砂と泥の中間粒度(1/16から 1/256mm) の
きいせつぶつ れえ

砕屑物。(操、砂、シルトなどに分けられる。)

新第三系 新第三紀に形成された岩相

地向斜の海 海の底がどんどん沈降して厚い堆積物を作った海。
だんかい

ノジュール 団塊。コンクリーション O

フリッシュ型 もともとはスイスの Simmenthal地方のへい岩・砂岩を主とし

有孔虫

た地層の名称。地向斜の海にできる深い凹地の堆積物全体のこと。

フリッシュ堆積物は深い海の厚い堆積物や、砂と泥のリズミカルな互

層により特徴づけられる O

内質と外質とがあり、外質は薄い殻となっていて外質から糸状の仮足

を出してはったりする O ほとんどが径数ミリ以下であるが、 10cm以

上になる種類もある。
ろ とつ カ叫す

露頭 崖

24 



7 .化石採集について

化石採集をはじめてする時手っ取り早いのは、経験者から情報を得たり同行して場所

を特定することです。また、本などを読んで採集地を調べ現地付近の住人から情報を得

ることです。予備調査をして採集に出かければある程度の成果は期待できます。掛川周

辺の地域は化石が多いのですが、どこにでもあるものではありません。やみくもに出か

けても成果は少なく、無駄な労力を費やすことになります。

化石が採集できるようになり、さらに深く調べたり、別の露頭からの化石が欲しくな

ったら、その地域の地質を調べることです。

地質を調べて、同じ地層を別のところで見つけたり、それよりも古い地層や新しい地

層も見つけることが可能となります。そのような知識をもとに何と言っても実際の露頭

を数多く見ることです。

崖があったら常に注意深く観察することが大切です。気を付けなくてはいけないこと

は、ある程度化石が出る露頭がわかってくると先入観で判断するようになることです。

化石はどこに埋もれているかわからないと、

常に肝に銘じて探すことです。その気持ち

を忘れるとステップアップがむずかしくな

り、新しい化石の発見ができにくくなりま

す。意外に初心者が珍しい化石を発見する

ことが多いのも現実です。

また、単に採集するだけでなく、化石は

地層と密接な関係があることからぜひ地層

写真 12 採集風景 の勉強をするべきです。それによ って、さ

らに化石への理解が深まり、興味もいっそう増すことになります。

掛川周辺の化石採集は、砂やシルトの地層が多いので千枚通しが効果的で、サメの歯

や耳石は砂層に多いため砂をふるいに掛けて探します。

化石を取る前に、化石が地層に埋もれているようすや地層のようすをよく観察し、記

録しておくことが大切です。

採集した化石は家に持ち帰り、必ずクリーニング作業をして記録・整理して標本箱な

どに大切に保存してください。

化石は地球の歴史を語る貴重な証人であり個人の財産ではありません。みんなに公開

したりして、研究材料の役に立てたいものです。

採集には必ず土地の所有者に許可をいただき、迷惑が掛からないようマナーを守り楽

しく採集しましょう。

民
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化石採集には、おもに次の用具を整えると良いでしょう 。

『調査用具』

ハンマー・地形図・ノート・筆記用具・ルーペ・スケール・クリノメーター・カメラ

『採集用具』

ハンマー・タガネ・ピンセット・瓶(フィルムケース等) ・標本袋(ポリ袋等) ・千枚

通し・新聞紙・マジック・テープ・ハケ・歯ブラシ・ボンドなどの接着剤・園芸用ふる

い等

いまから 時 代 層 序 区 分

1万年前一
第 完新世

新 更 後期 牧ノ原段丘堆積物
四

新 中期

キ己 前期
小笠層群

世
160万年前一

曽我層群魚手

掛 t由 山 砂 層
新

土 方 ?尼 層

堀之内層上部および南郷層
J 11 

第2火山開書およuif.硲層伍百済湖天岩)

来庁 中部火山灰帯および堀之内層中部

生 第 層 第 1火山灰帯(白岩凝灰岩)

堀 之 内 層 下 音日

天 王 砂 層

群 基底または周縁喋層および大日砂層

世 相
500万年前一

後 良中一
期 層

ト一一一一 群

新
中

期

紀 ト一一一一 西郷層群
代

円リ 倉真層群

世 期

地質年代表

『静岡の地質をめぐって』築地書館刊、

『日本地質図大系一中部地方-j朝倉

書庖刊をもとに作成
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8 .掛川層群の主な化石産地

地名

A.掛川市本郷

B.掛川市小市

C. 掛川市細谷

D.掛川市亀の甲

E.掛川市上屋敷

第 3図 掛川層群の主な化石産地

国土地理院発行 50，000:1をもとに作成

F.掛川市北池新田 K.森町中飯田

G.掛川市飛鳥 L.森町東組

H.掛川市富部 M.袋井市大日

1.掛川市遊家 N.袋井市大日

].森町下飯田

地図上の記号の箇所は化石が見られる露頭ですが、この中には現在まったく無くなっ

てしまっているところもあります。 (D，F) 

標本の化石は、これらの露頭の宅地造成工事や採土工事により失われようとしたもの

を採集したものです。

採集には地主の許可を得て、乱掘はやめましょう O

27 



近隣施設の紹介

*東海大学自然史博物館(清水市)

腿虫類(恐竜)などの化石を多く展示。

*浜松市博物館(浜松市)

ナウマン象の骨格化石の複製を展示。

*ふじのみや奇石博物館(富士宮市)

世界の奇石、化石の展示。

*瑞浪市化石博物館(岐阜県瑞浪市)

岐阜県瑞浪地方の化石(中新世)を中心に全国の化石を収集。

日本唯一の化石専門の博物館。

*浅見化石館(岐阜県岐阜市)

大垣の金生山の化石を中心に岐阜県の化石を展示。

個人の博物館

*豊橋市自然史博物館(豊橋市)

豊橋市総合動植物公園のなかにある新しい近代的な博物館。

化石の展示も多く見応えがある O

*鳳来寺山自然科学博物館(愛知県南設楽郡鳳来町)

鳳来寺の自然について展示。化石も展示。

*阿南町化石館(長野県下伊那郡阿南町)

富草層群の化石の展示。巨大なサメの歯の化石が見もの O

〔引用文献〕

1. r静岡県の地質J 静岡県 1974年

2. I掛川地方の新第3系j 土隆一

3. IMarin Fish-otoliths of JapanJ 大江文雄 1985年

4. r日本地方地質誌J中部地方槙山次郎朝倉書庖 1976年

〔参考文献〕

1. r原色日本貝類図鑑J 吉良哲明 保育社 1954年

2. r学研生物図鑑J貝 I、貝 E 波部忠重・奥谷喬司 学習研究社

3. r学生版日本古生物図鑑』 藤山家徳・浜田隆土・山際延夫 北隆館

4. r東海の化石J 糸魚tJlli享二 中日新聞社 1981年

5. r日本化石集J南九州の新第三紀貝化石 首藤次男 1974年

6. r日本化石集J中部日本の新第三紀貝化石 土隆一 ・田中邦男 1974年

7. rみずなみの地質と化石J 瑞浪市化石博物館 1992年

8. r日本標準化石図譜J 森下品 朝倉書庖 1977年

。。つ中



ふる里発見シリーズ第 11集

掛 川 の 化 石

平成 5年 3月 31日

掛川市教育委員会

発行掛川市水垂 51 

TEL (0537) 24-7773 

株式会社三創

印刷 静岡市中村町 166-1 

TEL (0542) 82-4031 












